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ビ
デ
オ
制
作
を
主
催
し
た
の

は
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
手
掛

け
る
、
み
ら
い
株
式
会
社
（
広
島

市
）
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
宮
島
や
平
和
公
園
に
加
え
、

広
島
の
も
う
一
つ
の
魅
力
で
あ

る
三
段
峡
へ
外
国
人
観
光
客
を

誘
致
し
、
滞
在
時
間
の
延
長
と

活
性
化
す
る
の
が
狙
い
。 

 

撮
影
し
た
の
は
三
段
峡
の
縮 

                

雪
に
埋
も
れ
つ
つ
も
豊
富
な

水
量
が
印
象
的
な
三
ツ
滝
で
あ 

 
 

る
。
す
ぐ
上
流
に
一
九
五

七
年
、
樽
床
ダ
ム
が
竣
工 

 
 

す
る
と
、
冬
期
は
す
べ
て

の
水
が
発
電
用
に
正
面
口

近
く
の
柴
木
川
第
一
発
電

所
へ
送
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
雪
景
色 

   

   

景
美
を
同
社
担
当
者
に
話
し
て

採
用
に
な
っ
た
加
計
高
校
生
の

地
域
探
求
グ
ル
ー
プ
「
あ
き
た

ん
」
が
企
画
し
た
水
墨
画
体
験
、

大
正
時
代
は
着
物
で
入
峡
し
た

の
に
ち
な
ん
だ
着
付
け
体
験
、

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
の
抹
茶
・
煎
茶

体
験
の
三
シ
ー
ン
。
さ
ん
け
ん

は
こ
れ
か
ら
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
も
力
を
入
れ
、
日

本
茶
を
商
標
登
録
し
て
い
る
セ

カ
ン
ド
グ
リ
ッ
ド
（
尾
道
市
）

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
進
め
る
。 

 

外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン

の
視
察
は
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
（
安

佐
北
区
）
の
大
戸
由
加
オ
ー
ナ

ー
兼
支
配
人
と
ネ
ッ
ト
広
告
や

ゲ
ー
ム
事
業
大
手
・
サ
イ
バ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
東
京
）
の
新

規
事
業
準
備
室
の
社
員
二
人
。 

    

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

撮
影
は
八
幡
村
の
野
田
富
示

仁
で
あ
る
。
滝
は
ダ
ム
に
沈
ん

だ
樽
床
集
落
か
ら
ほ
ど
近
く
、

当
時
は
生
活
道
と
し
て
、
冬
で

も
あ
る
程
度
は
通
行
可
能
に
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
雪
の

急
斜
面
を
重
い
カ
メ
ラ
と
三
脚

を
抱
え
て
降
り
る
の
は
大
変
な 

        

サ
社
は
観
光
向
け
投
資
を
募
る 

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
て
お 

り
、
こ
れ
に
関
心
を
持
っ
た
大 

戸
オ
ー
ナ
ー
が
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン 

を
提
案
し
た
。 

 

視
察
コ
ー
ス
は
探
勝
路
を
外 

れ
、
瓢
淵
や
鑿
岩
（
く
り
い
わ
） 

を
歩
い
た
。
サ
社
の
太
川
康
介 

さ
ん
は
「
生
ま
れ
て
初
め
て
の 

体
験
、
海
外
の
方
も
感
動
す
る
」 

と
話
し
た
。
今
後
は
、
三
段
峡
と 

可
部
を
つ
な
ぐ
エ
リ
ア
観
光
の 

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。 

    

太
田
川
流
域
振
興
交
流
会
議

主
催
の
学
校
間
交
流
事
業
が
十

一
月
十
日
、
北
広
島
町
豊
平
小

学
校
の
三
、
四
年
生
四
十
人
が

参
加
し
て
三
段
峡
で
開
か
れ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
西
日
本
唯

一
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
た 

    

労
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼

の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

三
ツ
滝
は
三
段
峡
の
五
大
壮

観
で
あ
り
、
五
大
景
観
で
も
あ

る
。
名
勝
指
定
の
た
め
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
漢
詩
人
の
国
府
犀

東
が
二
三
年
、
三
段
峡
を
正
式

名
称
に
す
る
と
と
も
に
、
五
大

壮
観
を
定
め
た
。
ど
ち
ら
も
熊 

        

                 

峡
谷
を
歩
こ
う
」。
午
前
は
小
林 

久
哉
副
理
事
長
か
ら
太
田
川
の 

歴
史
や
活
用
な
ど
を
聞
き
、
落 

ち
葉
を
題
材
に
し
て
森
の
循
環 

を
考
え
た
。
午
後
は
秋
色
に
染 

ま
っ
た
正
面
口―

栂
崎
間
の
ト 

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。 

 

南
峰
の
提
案
を
採
用
し
た
も
の 

で
あ
り
、
犀
東
の
権
威
を
借
り 

て
南
峰
が
自
身
の
考
え
を
実
現 

さ
せ
た
と
言
え
る
。 

五
大
壮
観
は
猿
飛
、
二
段
滝
、 

三
段
滝
、
竜
門
、
三
ツ
滝
だ
が
、

戸
河
内
町
が
戦
後
、
竜
門
を
黒

淵
に
変
え
、
五
大
景
観
と
し
た
。

そ
の
後
、
五
大
壮
観
も
黒
淵
と

す
る
な
ど
混
乱
し
た
。
南
峰
が

な
ぜ
黒
淵
を
外
し
た
か
、
い
ず

れ
考
察
し
た
い
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

    

さ
ん
け
ん
が
サ
ン
ト
リ
ー
の

助
成
事
業
で
進
め
て
い
る
ヤ
マ

セ
ミ
保
全
活
動
の
観
察
会
と
講

演
会
が
十
一
月
二
十
六
日
、
島

根
や
山
口
か
ら
の
参
加
を
含

め
、
三
十
人
が
集
ま
っ
て
開
か

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
太
田
川
水
系

の
ヤ
マ
セ
ミ
と
魚
類
の
現
状
」。 

 

柴
木
川
ダ
ム
で
の
観
察
会
で

は
ヤ
マ
セ
ミ
を
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
さ
ん
け
ん
会
員
の
上

野
吉
雄
さ
ん
が
カ
モ
類
な
ど
の

１ 

          

生
態
を
解
説
し
た
。 

 

参
加
者
が
多
く
、
会
場
を
Ｌ

Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
か
ら
三
段
峡
ホ
テ
ル

に
変
え
た
講
演
会
で
、
水
生
生

物
を
研
究
す
る
内
藤
順
一
さ
ん

は
「
太
田
川
の
水
は
発
電
用
に

回
さ
れ
水
量
は
少
な
く
、
魚
道

が
遡
上
を
妨
げ
て
い
る
」
と
話

し
、
餌
に
な
る
魚
類
の
減
少
を

報
告
し
た
。
上
野
さ
ん
は
「
ヤ
マ

セ
ミ
が
巣
穴
を
掘
る
真
砂
土
の

崖
が
減
っ
て
い
る
。
人
工
巣
穴

は
期
待
で
き
る
」
と
説
明
し
た
。

参
加
者
は
川
の
環
境
と
鳥
類
と

の
関
連
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

       

を 

ＮＰＯ法人 

三段峡―太田川 
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(代表・本宮炎） 

 

〒731－3813 

広島県山県郡 
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柴木 1734 

☎090・

3421・3046 

い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

の
紅
葉
に
も
表
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
気
付
い
た
人
は
少
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

極
端
に
雨
が
少
な
い
。
渇
水
状
態

は
深
刻
、
来
春
が
懸
念
さ
れ
る
。 

  

「さんけんの歩み」 (2022年 11月～2023年 10月) 
2022年 11月 都立高校生修学旅行受け入れ▼広大さんけん部が「紅

葉」をたずねる会実施▼県主催の環境学習指導者専門研修実施 
１２月 ビジターセンター先進地視察▼ふるさと納税事業 133 万円交付 
１月 西善寺で「聞く会」開催▼広島デルタ LC でさんけん活動 PR 

  2月 DIY イベントでビジターセンター整備▼自然塾年間 199 人参加 
  3月 ビジターセンター名称 LOUPE（るーぺ）に決定▼さんけんヤマ

セミ部発足へ、観察会実施▼E バイクモニターツアー実施 
  4月 LOUPE の展示物、水槽設置など開設準備進む▼たたら製鉄勉強

会実施▼サントリー愛鳥基金 83 万円交付▼スミレ観察会実施 
  5月 LOUPE オープン▼全国トチノキ学ネット設立準備会へ参加▼広

大さんけん部が学内の部に認定▼環境リーダー育成事業実施 
  6月 新聞協会賞「太田川 恵みと営み」写真展、講演会開催▼戸河

内小で「三段峡」出張授業▼環境の日イベントへブース出展 
７月 川遊び３ツアー親子 77 人参加▼変化アサガオ展、講演会開催 
   ▼安芸太田町のビジネス応援補助金 100 万円採択 
８月 正面口―黒淵間 2 年ぶり開通▼鶴学園、地元小学校の 95 人が

三段峡体験▼2 基金で魚類調査▼パタゴニア広島店で出張展示 
9月 オオサンショウウオ調査で流出卵保護、飼育▼ドコモ市民活動

助成事業で 70 万円交付▼九州のビジターセンター視察 
１０月 帝釈峡名勝指定 100 周年事業へ協力▼広大付属小が三段峡、深

入山で「山の学校」開催▼地域おこし協力隊の井上嵩裕氏着任 
 
 

▼
猛
暑
の
ち
渇
水 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
通
行
止
め

で
観
光
客
が
激
減
し
、
事
業
者
は

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
が
、
今 

  

一口メモ 

年
の
三
段
峡
は
賑
わ
っ
た
。
探

勝
路
で
は
道
を
譲
り
合
う
光
景

も
見
ら
れ
、
黒
淵
の
渡
舟
は
一

方
通
行
で
混
雑
を
回
避
し
た
。

た
だ
、
猛
暑
の
影
響
は
三
段
峡 

    

雪
景
色
の
三
ツ
滝 

豊
富
な
水
量
今
は
な
く 

（１３） 

水
墨
画
・着
付
け
・
日
本
茶
の
体
験 

外国人旅行者を対象にしたプロモーションビデオの撮影が 11月 12日、

三段峡と広島市安佐北区可部をつなぐ外国人向けツアープランの視察が

17日、三段峡ホテルやＬＯＵＰＥ、三段峡内であった。インバウンドを

取り込む三段峡観光の新たな一歩がスタートした。 

 

 

 

どちらかの写真 

三
段
峡
歩
き
歴
史
や
自
然
学
ぶ 

学
校
間
交
流
事
業
で
豊
平
小
の
四
十
人 

 

オシドリなどを観察する参加者 

ヤ
マ
セ
ミ
と
魚
類
の
現
状
確
認 

観
察
会
・講
演
会
に
三
十
人
が
参
加 

 

外国人観光客誘致へ一歩 
 三段峡－可部つなぐツアープランで視察 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
撮
影 

本宮理事長(右)から三段峡の説明
を聞くツアープランの関係者 


